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1。 はじめに
詩人、批評家、翻訳家そして小説家として知られるヴァレリー ・ラルボー
CValery Larbauのは、それぞれの分野で成果を残している。そうした幅広い活
動のなかで創作された彼の小説の数はそれほど多くはない。しかしながら、そ
の限られた作品においては彼の小説に対する果敢な姿勢が見られる。その最た
るものが、ジェイムス・ジョイス(James Joyce)の作品『ユリシーズ』(yysses)
に使われていることで一般に広 く知られている「内的独自」(mOnologue
mt6rieur)という文学的手法の実践である。『ユリシーズ』のフランス語訳の
監修を務めたのもラルボーであり、彼はフランスの小説のなかで部分的にはす
でに使われていたものの、意識的にそして全面的に使用されることのなかつた
「内的独自」を新しい文学の手法としていちはやく評価したのであつた。ラル
ポーはフランスで初めてジヨイスを紹介し、またフランス人作家エドウアー
ル・デュジャルダン (Edouard Dttardin)により初めて「内的独自」が全面的
に使われた小説『月桂樹は切られて』(Las」brJilers"所ωψ発)の再版では
序文を手がけた。そして彼はこの新しい手法の評価獲得に貢献するのみに留ま
らず、自らもそれを実践するのである。そこで完成した作品が二つの中篇小説、
『恋人よ、幸せな恋人よ』(A鳳"れ力θIIrattr a″′″お...)と『秘めやかな心の
声』(“M"ρルs scraιθ
““
己。。)である。この二作品においては全編にわたつ
て「内的独自」が導入され、ラルボーの他の多くの作品と同様、自伝的色彩の
濃い物語が展開される。
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そうした物語の内容から、ラルボーが「内的独自」を実践するに至った理由
は、自らの小説創作にあたって特権的な機能を「内的独自」に見出したからで
はないかと考えられる。そこで、小説の重要なテーマと思われる「自己確立」
との関係から「ラルボーの内的独自」を考察してみたい。
2。 内的独自の特色
デユジャルダンは、1931年に書いたエッセイ『内的独自について』のなか
でワーグナーの音楽がこの文学的手法の源泉であることを表明している。0-
方で、「内的独自は、小説のなかに詩情が稲妻のごとくはいり込んだことの現れ
のひとつとして評価できる」②とも述べている。つまり音楽性、詩情を重視す
る彼は、次のように内的独自を定義している。
「内的独自は、詩の秩序のもとにある、聞き手のいない、言葉として発せら
れない語りであり、それによって登場人物が、自己の最も内奥の、無意識に最
も近い思考を、《生まれてくる海 象を与えるために文としての最小単位に還元
された直接語句を使い、あらゆる論理的組み立てに先立って、すなわちありの
ままに表現するものである。」0
「無意識」に言及しながらも、彼はフロイトの影響については語らず、また内
的独自と無関係だとは思われない自由間接話法にもふれていないことから、や
や夢想的、観念的に内的独自を捉えているふしがあるが、デュジャルダンは論
理的脈絡に満たされることのない「無意識に近い」思考を表すには、同じく論
理的裏付けに捉えられることのない言葉を必要だと考えており、それが「詩情」
という性質を持つ内的独自なのだというのである。論理性に欠けた「今この瞬
間に生まれてくる意識」を記述した結果が、『月桂樹は切られて』なのである。
そして、デュジャルダンの小説から内的独自を知ったジョイスは、その魅力
についてラルボーに次のように語つている。
「『月桂樹は切られて』を読む読者は最初の数行から主人公の思考のなかに置か
れてしまい、その思考の不断の展開が、普通の叙述様式にかわって、主人公の
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行動や主人公に起こる出来事を我々に伝えるのである。」0
この特色に関しては、大浦康介氏がより的確に説明している。
「『月桂樹は刈られた』では、すべてが語り手の視点を通して知らされる。しか
もそこでは、物語の展開の各時点において、その一瞬先に起こるはずのことを
語り手自身が知らないという設定になっている。読者はしたがつて、語り手の
表明する期待や不安を、いわば彼と同地点で共有することになる。」0
ジヨイスは、デュジャルダンとはまた違う観点で、内的独自を評価したわけで
ある。つまり、読者という存在をより意識し、読み手が作品中の人物と共に「思
考の不断の展開」を体験できる点に、内的独自の新しさを見出したわけである。
果たして、ラルボーは文学的手法としての「内的独自」にどういった魅力を
感じたのであろうか。『月桂樹は切られて』の再版に寄せた序文から、彼の考え
をうかがうことができる。そこで彼は、内的独自は「最も内奥の、最も自然に
生ずる思考、すなわち意識しないうちに形をとつて現れ、整った語りとは別の
ものとみなされる思考」の表現なのだと述べている。したがつて「思考の流出
を<自我>のなかの非常に深いところで、それが概念とならんとするところで捉
える」わけである。0この表現からは、ラルボーはデユジャルダンと共通した
見解を内的独自に対して持つていることがうかがえる。
一方で、ラルボーは内的独自の形式的源泉としてモンテーニユの作品、そし
て演劇的独自などを挙げ、それらはあくまでも「声に出される」言葉が基本と
なることから「内的」独自とは性質が異なる事を説明し、次に『月桂樹は切ら
れて』に至るまでの散文作品の形式として、書簡体小説、そして日記体小説を
挙げ、「『 日記体小説』から一歩先に進んだところに『内的独自』は出現した」
0と述べている。日記体小説において「声に出されることのない語り」が基本
となる点が、内的独自に非常に近い位置にある理由だというのである。これは
あくまでも形式上での問題であり、理念上の問題、つまり内的独自を生み出し
たデュジャルダンのそもそもの目的でもあつた、論理にとらわれずに無意識の
内から沸き上がる感覚や感情を表す、といつた内的独自の重要な性質までも、
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日記体小説が共にしていたかどうかはまた別問題であろう。実際ラルポーも日
記体小説から内的独自へと至るのは、大胆な試みであつたと認めている。しか
しながら、日記体小説から内的独自への流れという彼独自の指摘は、ことラル
ポー自身の創作経歴を考慮に入れると非常に示唆的である。というのも、詩人
として出発した彼が発表した出世作『パルナブースの日記』(crattaノカ疵
“
)
は、その題名の通り日記体小説であるからだ。「日記体小説」を経てたどり着い
た「内的独自」は、ラルボーに何を可能としたのであろうか。当時斬新であっ
た文学的手法で書かれた二編の小説は、一見優美な恋愛物語に思える一人称語
りの小説を装いながらも、「私自身に対する探求」が見え隠れしている。その点
に留意して、これらの作品を検討したい。
3。『恋人よ、幸せな恋人よ』と『秘めやかな心の声』における内的独自
ジヨイスにささげられた『恋人よ、幸せな恋人よ』は、ラルボー自身が持つ
ていた、あるダンサーとの思い出が下敷きとなっている。南仏のホテルに滞在
し、二人の外国人女性と親密に過ごしている「私」の胸に去来する様々な想念
を一人称で記述し、その語りが「内的独自」となっている。その始まりは次の
ような文章である。
Des■o快, et de Palavas‐lesOFlots le sole」qui vient tout droit ja且ht a
travers les lames de la persienne;c'est bon,de pouvo士laisser la fenOtre
ouverte toute la nuit,a ce coΠllnencement de novembreo Les bouteilles et les
coupes sur la table et sur le gu6ridon,la bouteme encore bouch6e,dans le
seau a glace;ce d6sordre。(8)
篠沢秀夫氏は、この小説においてはこの引用から続 く冒頭部分でのみ、内的独
自の明確な文体的特徴である「動詞が不定法の短い文」、そして「名詞に関係詞
や修飾のつ く、直訳すると『体言止め』になる文」が見られると指摘している。
0-見主人公のとりとめのない無秩序な独 り言で成立しているように思える内
容に関して、篠沢氏は同小説の内的独自を分析した別の論文00のなかで、物語
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を分解し、その構造を明らかにすることで「自然主義リアリズム風な舞台と人
物の説明を欠いているにせよ、この作品は極めて論理的脈絡の情報に富んでい
る」。⇒ことを例証している。つまり話者である「私」の語りは、現在時と共に
進行し、その中に過去の思い出、現在の思い、未来への願望などがばらばらに
入り混じってくるのだが、読者がそれらを十分読み解くことができるよう構成
されていると篠沢氏は説明している。
『恋人よ、幸せな恋人よ』における内的独自の文体であるが、篠沢氏は「意
識の流れ」を記述するには話し言葉という形をとるのではないかと推測した上
で、話し言葉らしさそして書き言葉らしさを単純過去や省略表現などの使用例
で検討し、「文語脈の省略的な文体を創始しているが、いかに教養のある人物の
想念とはいえ、あまりに文語的である」l12Jと結論づけ、ラルポーにとって内的
独自が表現上の一技法にすぎず、「意識の流れ」とは分けて考えるべきたと述べ
ている。
デユジャルダンに捧げられた『秘めやかな心の声』もまたラルボー自身の体
験を基盤にして書かれている。この小説は、年上の女性と「夫婦生活を実験」
していた主人公の思いを綴つた作品であるが、同じく内的独自を使い、そして
劇的な事件に欠けた物語である約 30ページの作品『恋人よ、幸せな恋人よ』
とその倍近くの長さのこの作品は、文体上・形式上明らかに異なる点がいくつ
かある。まず『恋人よ、幸せな恋人よ』では、語り手でもある主人公が時おり
≪tu≫を自分に対して使うものの、ほぼ常に一人称のみを用いたのに対し、『秘
めやかな心の声』においては、≪tu≫そして≪ユ≫という二人称、三人称が一
人称の代わりに頻繁に使われているということである。そうした人称の使用、
そして時おり≪リュカ≫と自分に対して名前で呼びかけることから、語り手を
兼ねているはずの主人公以外の第二者が語つているような、より客観的な語り
をもつ小説となっている。そして先の『恋人よ、幸せな恋人よ』では全三段落
に分けられ、各段落のなかではいっさい改行が行われていなかったのに対し、
『秘めやかな心の声』では全21章に分けられ、しかも章のなかで段落をもつ
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だけでなく、主人公が乗る汽車が通る地名が日記のように段落の右上に記され
るというスタイルも見られる。こうした点を考慮に入れると、この小説は内的
独自を使つた第1作目よりも、より「読者を前にしている」、そして「書かれた
ものである」という意識が強いと言わざるを得ないだろう。そもそも冒頭部分
からして、まるで内的独自という新しい文学的手法の種明かしをしているよう
な語りなのである。
≪Et sije la ramenais a son mari?≫
Ca, C'est du monologue de th6atre,une de ces choses qu'遇se s rprenait a
dire,ou meme seulement a penser, pOur des spectateurs maghaires.(13)
ガブリエル・モワは、最初の独自に続 くこのコメントは、内的独自の性質に対
するためらいを払拭 したいというラルポーの希望だと分析 している。00内的独
自と演劇における独自の違い、それはつまり演劇においては「観客」に知らせ
るために自分の想念を「声に出して」語 り、内的独自においては「架空の観客」
を前に「声に出さずに」語る、つまり「読者の前に記述して表す」ことである。
『秘めやかな心の声』は架空の存在である誰かを前にして語られる物語なので
あり、それは読者と考えてよいのではないだろうか。この小説は、読者を前に
して語られる技法で成 り立つのだと一番最初に宣言してしまうことで、作者は
「無意識に近い想念」を完壁に技巧的な形態で描 く。それは、例えばすでに述
べたように、主人公が乗る汽車が通過する土地の地名を、段落の右上に小さめ
に記すという記述の仕方にも現れている。レアリスム的な背景説明は語 りにな
くとも、地理的情報はすばやく与えられているわけである。しかも語 りの文章
が途中で切断されて地名の<ラベル>が飛び込む場合も4ヶ所見られる。00そ
のひとつが次のような例である。
On dira que nous sonllnes bien dirlc」e;mais c'est que,si nous sonllnes repu
de scёnes de ln6nage et de tempetes dOmestiques,  nous  sonllnes
aussl repu
Persano。
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ごamOunOnze heures moms 億 . On va s'arreter partOut
mahtenantoLa hgne lnonte。(16)
想念の間にはさみこまれたこの地名の<ラベル>は、舞台の書き割りに相当す
るのであろうか。しかしながらこの記述の仕方は、『恋人よ、幸せな恋人よ』よ
りも、内的独自という手法を格段に技巧的表現に進めたというほかない。無意
識から生まれたばかりの想念を描く、例えばそれを徹底的に実践したジヨイス
は『ユリシーズ』の第十八挿話において、句読点を一切排除した形態で論理的
整合が欠如した「意識の流れ」を描いたわけだが、ラルボーはあくまでも記述
の形式を重視したなかでこの作品を完成させたわけである.従つて篠沢氏の指
摘のように、ラルボーにとって内的独自は小説の表現上の一技法にすぎず、「意
識の流れ」とは切り離して考えるべきであろう。ラルボーは「無意識に近いと
思わせる想念」を「観客の前で朗読して演じる」代わりに「書き出して」みせ
るのだ。
4.小説のテーマと内的独自
形式・量が異なる内的独自を使つたラルボーの二編の小説において、共通し
ているのは「恋愛」と「自己確立できていない主人公」となるであろう。例え
ば『恋人よ、幸せな恋人よ』の主人公は 25歳という年齢で、いまだ子供時代
から抜けきれていない、自己確立に至るであろう過渡期を生きている。この作
品を執筆したときのラルポーは 40歳であつたが、自己をまだ捉えきれていな
い、これからの自分の姿を追い求めている若者の想念を、ラルボーは「整えら
れた語りになる前の形態」で描く。この形態を通して描くのは、昔の、そして
ひよつとすると執筆当時のラルボーが抱いていた「無意識に存在したのかもし
れない」自分自身に対するセルフ・イメージであり、それは様々な面において
自己の位置付けに悩む若者の姿である。それはこの作品がラルボー自身の恋愛
体験を基盤にしているという事実からだけでなく、自分の居場所を確定できな
い主人公が、文芸活動に対する決意をほのめかす次のような場面からもうかが
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うことができる。
Et puおles pr●etS:Cette vtte et la pa破qu'eue me donne;les jardins,les
hvres,le travail:peut‐etre quelque essai de traduction,ou c6der a la lnanie
6cr市anteo Joh progranHne.Vivre pour travatter。(17)
「意識しない内に、語りが整う前に現れた思考」を捉えること、それは結局「私」
に対する果てしない不安、そして期待を露呈することと思われる。
ところで、主人公の想念のなかで、第二段落の頭に突然―行の 12音節詩句
が浮上する。
Le grand coup(raile de rei n。士,a la rencontre.Un vers,et mauvais。(18)
これは、食事に行 くためにホテルの玄関で二人の女性を待つていた主人公が、
「南仏の田舎娘」とその母親にでくわした時に、思わず心の中でつぶやいたも
のである。母親に「ポーリーヌ」と呼ばれるその少女に興味を持つた主人公は、
彼女について様々な想像をめぐらす。そしてまたすぐに 12音節のフレーズを
心の中で刻み、今度ははつきりと12音節詩句だと彼は示している。
Encore!En∞re《le grand coup da」e X etc.?Aussi,je regardaおav∝t op
d'insistanceo cAutre alexandrh;trёs Em且e Augie■)。助
不定法や名詞のみの短い文を繰り返す内的独自のなかで、「意識しない内に、語
りが整う前に現れる思考」を最大限忠実に再現している中に、アレクサンドラ
ンが現れる。ここで、内的独自が「無意識の思考に近いと思わせる」ようなあ
くまでも表現上の手法のひとつたということに留意すると、当然アレクサンド
ランもまた「無意識に近い表現」のひとつとなるであろう。デユジャルダンは
内的独自における詩情の重要性を主張したが、ごれらアレクサンドランはそう
した詩情をより明確に想起させる試みだろうか。ところがこの形式表現により、
内的独自の決定的な性質が浮かび上がってくるように思えてならない。それは、
内的独自がはらんでいるはずの詩情そのものが「無意識のうちにあると思わせ
たいもの」であり、そうしてつくりあげた詩的文体には、無意識でありながら、
決して無意識の内では可能でない、人工的な操作が必要だということである。
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その決定的な矛盾が、「無意識に近い思考を記述する」という無謀な実践である
内的独自を支える根本的な基盤であるのだ。しかしながら、散文のなかに滑り
込ませた、無意識の内に現れたとするアレクサンドランを含む思い出の反努、
そこにはまずラルボーが持つ「自分という存在」に対する強烈な意識が存在し
ているのではないだろうか。つまり、「自分」を説明してくれるもの、存在を証
明してくれるもの、それはとりあえず詩人らしい詩情をおそらく持つであろう
自分が、その詩情を生かしながら再現できる甘美な思い出と、今この瞬間に、
自分の中に浮かび上がる想念のみなのである。そこには自分の出自や家庭環境
に関する第二者の説明・分析はない。技巧的であっても、まず主人公の意識を
描写すること、その主観に信頼を置いて、ラルボーは自らの自己確立の葛藤を
重ねながら、主人公が自己確立するべく格闘する想念の流れを描いているので
はないだろうか。
この小説において、主人公の内的独自のなかで再現される他の人物によるせ
りふは、常に過去において発せられたもの、もしくは未来においてこんな風に
言うであろう、と主人公が予想してみるものしか現れない。つまり、現在時に
おいて彼が聞いたせりふが同時進行で読者の前に提示されるということがない
のだ。この主人公の独自に置かれる絶対的な優位性は、自分の意識に対する特
権意識、そして青春期らしい自己万能感に溢れており、また裕福なプルジヨワ
だったラルポーらしい選民意識があるようにも思われる。外的世界において自
分に起きた出来事は、基本的になんら本質的な意味をもたないのだ。ひとりで
いることに彼は満足なのである。
Maおje n'en ai pas la momdre envie,etje sais que demain au r6ve■je
serai content d'etre seul。(20)
また主人公は「世界の、ヨーロッパのどこの都市に自分がくつろげるような友
達がいるのか」と述べ O⇒,コスモポリタンと評価されるラルボーらしい視点を
生かしながらも、自分の存在の不安定を語つている。そして彼は文芸活動への
興味を示しながら、様々な女性たちとの思い出を通して「自分」と向き合う。
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その無限性を彼は暗示する。
Des pomts de suspension;du blanc;et un nouveau chapitre comlnence,en
bene page。(22)
女性たちの重要性を否定し、冒頭で登場 した二人の女性との青春も終わり、新
しいページでまた始まる彼の人生。ここでも彼は、将来の孤独な自分の姿を予
想する。
Et moi,tout seul,prObablement。(23)
白いページをひとりで埋めていく、という表現は、ラルポーの創作人生そのも
のであろう。自己確立できないまま凡庸に過ぎて行 く日々、そこに内在する不
安感を覆うように続 く内面の独自、そこにラルボーは文学創作者である自負や
不安と共に自己を綴つているのだ。
一方、『秘めやかな心の声』の主人公もまた文芸活動、それも詩人になるとい
うはつきりとした意識を述べている。
En r6alit6,elle 6tait faite pour etre la femme dun bourgeois,ごun industrlel
par exemple, Inais non pas la mantresse d'un hoΠIIne tel que Lucas
Lethe」,qui 6tait.… quoi donc? Oh,bien des choses ; maおavant tout et
surわut,quelque chose de plus rare,de plus haut dans r6chelle s∝ia e qu' n
grand seigneur ou qu'un lnilliarda■re:un p“te。(241
もちろん主人公のリュカは、職業としての詩人にはまたなっていない。まだ21
歳の若者で、ラルポーが実際そうであつたように、おそらく勤労の必要のない
裕福な家の息子なのだが、文学嗜好は強いものの詩人になることを本心から望
んでいるのかどうかはよくわからない。ところが、もう自分は詩人という運命
にあるのだということさえ、リュカはどういつた理由からかはっきりと認識し
ているのである。
Mon Dieu,qui m'avez fait poёte,vous voyez mon ceur et∞mej  me
d6battais,et rne d6bats encore,entre rna bassesse et le seⅣice d votte gloHle.
(2つ
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詩人を夢見ることは文学青年にありがちな状況だとしても、この作品がラルボ
ー自身の体験から生まれたことを考慮すると、この「神の意志によって」詩人
となったという主人公の心の叫びは非常に興味深い。ここでは主人公の姿を借
りて、そして無意識に近い思考であると他人に思わせる技法を借りて、実は神
によって詩人に定められた、という確信を自分に与えたいラルポーの意識的な
欲望を解放させているのではないだろうか。ここでは『恋人よ、幸せな恋人よ』
よりもはるかに自由に、小説の主人公の姿を通して作者が作者自身と向かい合
い、「詩人」という肩書きにこだわりをみせる。そもそも散文からなる小説に詩
情を忍ばせるという理念にも、詩人として出発したラルボーが小説という創作
に進んだ過程と呼応しているように思われる。
ところで、『秘めやかな心の声』においても、未来における孤独な主人公の姿
が描かれている。
Et cependant。… Lorsqu'i songeait a raven士, a dans deux ans dlci par
exemple,il se voyait seul。(26)
ここに存在するのは、他人の存在も自分を知るための材料にして心の中で独自
を続ける主人公の姿であり、ひたすらに自分自身と向かい合つている姿である。
物語らしい物語はなく、終末を迎えることもない。この内面の葛藤は、おそら
くラルボーに恐ろしいエネルギーでとりついている心の機能なのであろう。し
かしながらラルボーは、そうした孤独のなかに真理を見出すことができるとい
う一筋の光を投げかけている。
Il y a pourtant des heures oさon a plai lr a etre seuloAlors on se retrouve,
comme on retrouve un ami, et, ansembた, on cherche e  soi‐meme celle
qu'on aune par‐d ssus tout:la v6rit6。(27)
人は自分自身のなかに真理を探すのだというのである。これが、ラルボーが内
的独自を実践 した最大の理由とも言えるのかもしれない。主人公の視点しか持
ち合わせていない小説のなかで、主人公の意識のなかの、声にならない声を再
現する意義は明確に存在するのだ。自分のなかに真理は見出せる、という楽観
40       ヴアレリー・ラルボーの作品における内的独自
的とも古典的とも思われる論理、それは自分の存在への不安感に対する答えを
どうにか想定したいラルボーの、「生」に対する強い肯定であるとは言えないだ
ろうか。
5。 結び
自分のなかに何か自己確立を可能にするものを見出そうとしていたラルボー
にとって、内的独自という新しい手法の出現は、自らの創作活動において青天
の露麗であったのだろう。それは、ワーグナーの音楽の手法を文学に応用しよ
うとしたデュジャルダンによる、内的独自の観念的なレベルでの実践とは異な
るであろうし、ジョイスが大作『ユリシーズ』において見せたような、文体そ
して内容に対する実験精神も、ごく個人的な意識しか持ちあわせていないラル
ポーの姿勢とは異なるであろう。ラルポーの属 していた世代では、いまた言語
の記述能力に対する信仰が残存していたせいか、彼の試みはあくまでも伝統的
心理小説の枠組に収まるような手法の実践に終わり、いわば保守的な姿勢での
実験であったことは否めない。特別な物語はなくとも、主人公による自分の心
理に対する分析的な姿勢が終始一貫してお り、無意識に見せるべく駆使 した技
巧は、文体にこだわるあまりやや文語調となるのを避けられず、それは当初掲
げた内的独自の主旨と矛盾するものであつた。つまり、脈絡性を持たず生まれ
てくる想念の流れを概念になる前に記述すれば、それは整えられた語りと無縁
になるはずが、その目的を達成するためには、結果的に人工的に完成された語
りという形でしか成 し得なかったのである。句読点を一切排除し、まるで延々
と続 くア ドリブ演奏のように登場人物の意識の流れを記述してみせたジヨイス
とは異なり、ラルボーは従来の小説の形態を重んじ、彼以前に存在した小説か
ら続 くベク トルの流れを守ったのであつた。
主人公の想念が作品の中心に据えられるまでには、裕福なプルジヨワであっ
たラルポーの特権意識による、自らの内面世界への探求心という個人的背景も
存在したであろうし、無意識という存在に対する研究が進んだという時代背景
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もまた遠因となったであろう。詩の創作から出発したラルボーは、日記体小説
などを経て、ついに内的独自という手法で、外的世界に生きる自分の内面で浮
かび上がり、そして漂つている意識を描き出す可能性を発見した。作家として
試行錯誤を重ねながら、同時に自己確立すること、そして大人になることへの
不安と格闘していたラルボーにとって、たとえ言語体系という制約を礎に持つ
レールの上での走行にすぎないような記述であつても、意識のみを提示すると
いう形態の可能性を唱えた内的独自の理念そのものが、生や存在に対する不安
を和らげる一種の癒しであつたに違いない。
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